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糸魚川市立ひすいの里総合学校 

学校だより １０月号（No.１０） 

令和２年１０月１２日発行 

 先月のことになりますが、糸魚川小学校

の４年生と当校の小学部児童で交流及び

共同学習を糸魚川小学校の講堂を会場に

して実施しました。そのときの活動が新

聞記事に取り上げられましたので改めて

紹介します。 

両校の児童が心を通わせ助け合いなが

ら、協力して白い大判の大洋紙に色を乗

せていきました。これまでも七夕飾りや

ウォークラリーなどの活動を共にしてい

たことから、自然な関わりができました。 

 県内には糸魚川小学校とひすいの里総

合学校のような造りになっている学校

は、他に十日町小学校とふれあいの丘支

援学校があります。両校とも同じ屋根の

下で、互いを視野に入れながら日々の学

校生活を送っています。一緒に遊んだり、

運動会や文化祭などの学校行事を共同で

行ったりして交流しています。 

 共生社会の実現という究極の目標に向

かって、環境を生かした心を耕す教育活

動をこれからも進めていきます。 



 

 

 

 小学部は９月１１日～１２日、中学部は１０月１日～２日に、それぞれ１泊２日で修学旅行を実施し

ました。新型コロナウイルス感染症対策のために、旅行先や日程、活動内容の変更を余儀なくされまし

たが、無事に終了することができました。一時は、妙高宿泊学習（６月に実施予定）のように中止も考

えられたのですが、一生に一度の思い出に残る修学旅行を子どもたちに経験させたいという職員の熱意

と工夫、保護者の皆さんの２週間前からのお子さんの健康管理の協力があったからこそ、実現できまし

た。大変ありがたく思っているところです。 

 さて、今号では小学部の修学旅行の様子について紹介します。 

＜小学部「かがやき だより」No.５、「ひだまり だより」No.５より抜粋＞ 

９月 10 日、全員そろって元気に出発できました。貸切バスに乗って、まず最初に向かったのは、

上越市立水族博物館「うみがたり」。事前学習の時から楽しみにしており、色とりどりの魚やかわい

いペンギンたち、軽快なリズムに乗ってジャンプするイルカたちに目が釘付けでした。 

 

 

 

 

 

 

次は、上越科学館。サイエンスショー、万華鏡作り、館内見学の順に楽しみました。サイエンス

ショーでは、魔女のマージョ先生から魔法のジュースをもらい、振っているうちに色がみるみる変

化しました。万華鏡は、偏光板にセロハンテープをたくさん貼って作りました。コップを重ねて光

の方へ向けるときれいな模様が見え、感動しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 日目は、ロッテアライリゾートへ行き、トランポリンやボルダリングを楽しみました。新しい

施設で、普段、経験することができないスポーツを楽しむことができました。帰りの新幹線は、上

越妙高駅から糸魚川駅までわずか１３分でしたが、車窓の景色から、スピード感を味わうことがで

きました。たくさんの思い出ができた 1 泊 2 日でした。 

 

 

 


